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安
達
三
季
生
教
授
　
略
歴�

三

安
達
三
季
生
教
授
　
略
歴

一
九
二
七
年
三
月
　
　
京
都
府
に
て
出
生

一
九
四
八
年
三
月
　
　
第
三
高
等
学
校
（
旧
制
）
文
科
甲
類
卒
業

一
九
五
〇
年
一
一
月
　
司
法
試
験
第
二
次
試
験
合
格

一
九
五
一
年
三
月
　
　
東
京
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

一
九
五
一
年
四
月
　
　
東
京
大
学
法
学
部
大
学
院
特
別
奨
学
生

一
九
五
四
年
四
月
　
　
東
京
大
学
法
学
部
助
手

一
九
五
五
年
四
月
　
　
法
政
大
学
助
教
授

一
九
六
四
年
四
月
　
　
法
政
大
学
教
授

一
九
六
九
年
一
月
　
　
東
京
家
庭
裁
判
所
参
与
員

一
九
七
八
年
一
〇
月
　
日
本
私
法
学
会
理
事
（
一
九
八
二
年
一
〇
月
ま
で
）

一
九
七
九
年
四
月
　
　
法
政
大
学
法
学
部
長
（
一
九
八
〇
年
三
月
ま
で
）

一
九
七
九
年
四
月
　
　
法
政
大
学
評
議
員
（
一
九
八
〇
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
一
年
一
二
月
　
東
京
弁
護
士
会
懲
戒
委
員
（
一
九
八
五
年
一
二
月
ま
で
）
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法
学
志
林
　
第
一
一
九
巻
　
第
一
号�

四

一
九
八
三
年
四
月
　
　
学
習
院
大
学
非
常
動
講
師
（
一
九
八
六
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
六
年
六
月
　
　
日
本
信
託
法
学
会
理
事

一
九
八
六
年
一
〇
月
　
法
政
大
学
健
康
保
険
組
合
理
事
長
（
一
九
九
〇
年
一
〇
月
ま
で
）

一
九
九
〇
年
一
二
月
　
法
政
大
学
経
営
倫
理
委
員
会
副
委
員
長
（
一
九
九
三
年
一
二
月
ま
で
）

一
九
九
七
年
三
月
　
　
法
政
大
学
を
定
年
退
職

一
九
九
七
年
四
月
　
　
成
蹊
大
学
非
常
勤
講
師

一
九
九
七
年
八
月
　
　
法
政
大
学
名
誉
教
授

二
〇
一
九
年
一
二
月
　
逝
去

安
達
三
季
生
先
生
　
主
要
研
究
業
績

　
　
　
著
　
　
書

「A
llgem

eine T
heorie des W

echsel

─ und Scheckrechts
（
手
形
・
小
切
手
法
の
一
般
理
論
）」

Peter Lang Frankfurt/M
 1975

　
一
九
七
五
年

「
債
権
総
論
」（
通
信
教
育
用
テ
キ
ス
ト
）
法
政
大
学
通
信
教
育
部
　
一
九
八
八
年

「
債
権
総
論
講
義
」
信
山
社
　
一
九
九
〇
年

（
一
九
九
一
年
・
2
版
、
一
九
九
三
年
・
補
訂
3
版
、
一
九
九
五
年
・
新
訂
3
版
・
一
九
九
七
年
4
版
）
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安
達
三
季
生
教
授
　
略
歴�

五

「
手
形
・
小
切
手
法
の
民
法
的
基
礎
」
信
山
社
　
一
九
九
七
年

　
　
　
監
　
　
修

「
債
権
法
重
要
論
点
の
研
究
」
酒
井
書
店
　
一
九
八
八
年

　
　
　
論
　
　
文

（
法
社
会
学
）

「
小
作
調
停
法
」
川
島
・
福
島
そ
の
他
編
「
日
本
近
代
法
発
展
史
講
座
Ⅶ
」
勁
草
書
房
　
一
九
五
九
年

（
民
法
総
則
）

「
仮
定
的
債
務
者
の
処
分
授
権
の
概
念
に
つ
い
て
」
私
法
二
七
号
　
有
斐
閣
　
一
九
六
五
年

「
取
得
時
効
」
川
島
編
「
注
釈
民
法
（
5
）
総
則
（
5
）」
前
注
Ⅰ
─
Ⅱ
お
よ
び
一
六
二
─
一
六
五
条
執
筆
　
有
斐
閣
　
一
九
七
八
年

「
時
効
制
度
の
存
在
理
由
」
加
藤
・
米
倉
編
「
民
法
の
争
点
」
有
斐
閣
　
一
九
七
八
年

「
法
人
類
型
論
と
健
康
保
険
組
合
の
法
的
性
質
」
法
学
志
林
八
八
巻
四
号
　
一
九
九
一
年

（
物
権
）

「
一
七
七
条
の
第
三
者
」
柚
木
・
谷
口
・
加
藤
編
「
判
例
演
習
物
権
法
」
有
斐
閣
　
一
九
六
三
年

「
取
得
時
効
と
登
記
」
法
学
志
林
九
五
巻
三
号
　
一
九
六
八
年

「
時
効
取
得
と
登
記
の
形
式
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
別
冊
　
我
妻
編
「
不
動
産
登
記
先
例
百
選
」
有
斐
閣
　
一
九
七
〇
年

「
取
得
時
効
と
登
記
」
石
田
編
「
民
法
Ⅱ
・
判
例
と
学
説
二
」
日
本
評
論
社
　
一
九
七
六
年
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法
学
志
林
　
第
一
一
九
巻
　
第
一
号�

六

「
取
得
時
効
と
登
記
─
法
的
証
拠
説
の
立
場
か
ら
─
」
現
代
民
法
学
の
基
本
問
題
（
内
山
・
黒
木
・
石
川
先
生
還
暦
記
念
）　
第
一
法
規
　

一
九
八
三
年

「
登
記
請
求
権
に
関
す
る
試
論
─
─
そ
の
発
生
原
因
と
法
的
効
果
」
加
藤
一
郎
編
「
民
法
学
の
歴
史
と
課
題
」（
来
栖
教
授
古
希
記
念
）

東
大
出
版
会
　
一
九
八
二
年

（
債
権
）

「
指
名
債
権
譲
渡
に
お
け
る
債
務
者
の
異
議
な
き
承
諾
─
（
付
）
指
図
及
び
手
形
・
小
切
手
の
新
た
な
構
成
の
試
み
（
一
）」
法
学
志
林

五
九
巻
三
・
四
合
併
号
　
一
九
六
二
年

「
同
上
（
二
）」
法
学
志
林
六
〇
巻
一
号
　
一
九
六
三
年

「
同
上
（
三
）」
法
学
志
林
六
一
巻
二
号
　
一
九
六
四
年

「
債
権
の
売
買
」
契
約
法
大
系
Ⅱ
巻
（
松
阪
・
西
村
・
船
橋
・
柚
木
・
石
本
先
生
還
暦
記
念
）
有
斐
閣
　
一
九
六
二
年

「
債
権
譲
渡
の
対
抗
要
件
」
我
妻
編
「
民
法
の
判
例
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
・
基
本
判
例
解
説
シ
リ
ー
ズ
四
（
第
一
版
・
第
二
版
）
有
斐

閣
　
一
九
六
七
年
・
一
九
七
一
年

「
債
権
譲
渡
」
谷
口
・
加
藤
編
「
新
民
法
演
習
三
・
債
権
総
論
」
有
斐
閣
　
一
九
六
八
年

「
盗
難
に
よ
る
印
章
お
よ
び
預
金
証
書
の
持
参
人
へ
の
誤
払
い
と
銀
行
の
責
任
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
二
一
号
　
有
斐
閣
　
一
九
七
二
年

「
指
名
債
権
譲
渡
に
お
け
る
対
抗
問
題
と
公
信
の
原
則
」　
田
中
・
山
本
編
「
債
権
総
論
・
各
論
」
法
学
書
院
　
一
九
七
五
年

「
弁
済
者
の
代
位
」
田
中
・
山
本
編
「
債
権
総
論
・
各
論
」
法
学
書
院
　
一
九
七
五
年

「
指
名
債
権
の
二
重
譲
渡
と
優
劣
の
基
準
」
我
妻
編
「
民
法
の
判
例
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
基
本
判
例
シ
リ
ー
ズ
四
（
第
三
版
）
有
斐
閣
　

一
九
七
九
年
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安
達
三
季
生
教
授
　
略
歴�

七

「
債
務
引
受
」
谷
口
・
加
藤
編
「
新
版
民
法
演
習
三
債
権
総
論
」
有
斐
閣
　
一
九
七
九
年

「
連
帯
債
権
者
の
一
人
に
対
す
る
免
除
の
効
力
」
森
島
編
「
民
法
Ⅱ
・
判
例
と
学
説
三
」
日
本
評
論
社
　
一
九
八
〇
年

「
不
法
原
因
給
付
と
所
有
権
の
帰
属
」
谷
口
・
加
藤
編
「
新
版
判
例
演
習
民
法
四
」
有
斐
閣
　
一
九
八
四
年

「
賃
貸
人
の
地
位
の
譲
渡
」
現
代
契
約
法
大
系
第
三
巻
（
遠
藤
・
水
本
・
林
先
生
還
暦
記
念
）
有
斐
閣
　
一
九
八
五
年

「
弁
済
供
託
の
性
質
」
安
達
監
修
「
債
権
法
重
要
論
点
の
研
究
」
酒
井
書
店
　
一
九
八
八
年

「
弁
済
供
託
の
理
論
構
成
」
法
学
志
林
八
五
巻
四
号
　
一
九
八
八
年

「
指
名
債
権
譲
渡
に
お
け
る
異
議
を
留
め
な
い
承
諾
、
再
論
─
─
池
田
真
朗
お
よ
び
石
田
・
西
村
両
教
授
の
批
判
に
答
え
て
」
法
学
志

林
八
九
巻
三
・
四
合
併
号
　
一
九
九
二
年

「
存
在
し
な
い
債
権
の
譲
受
人
へ
の
弁
済
と
所
謂
る
三
者
不
当
利
得
論
」
続
現
代
民
法
学
の
基
本
問
題
（
内
山
・
黒
木
・
石
川
先
生
古

希
記
念
）
第
一
法
規
　
一
九
九
三
年

「
法
解
釈
学
（
実
定
法
学
）
方
法
論
と
債
権
譲
渡
の
異
議
を
留
め
な
い
承
諾
─
池
田
教
授
の
続
稿
に
因
ん
で
─
」
法
学
志
林
九
一
巻
四

号
　
一
九
九
四
年

「
再
論
・
法
解
釈
学
（
実
定
法
学
）
方
法
論
と
債
権
譲
渡
（
四
六
七
条
・
四
六
八
条
）
に
関
す
る
幾
つ
か
の
問
題
（
一
）」
法
学
志
林
九

二
巻
三
号
　
一
九
九
五
年

「
同
上
（
二
）」
法
学
志
林
九
二
巻
四
号
　
一
九
九
五
年

「
池
田
・
安
達
論
争
を
ふ
り
返
っ
て
─
─
池
田
教
授
の
近
稿
に
ち
な
ん
で
」
法
学
志
林
九
七
巻
三
号
　
二
〇
〇
〇
年

「
池
田
・
安
達
論
争
の
総
括
と
反
省
─
─
指
名
債
権
譲
渡
に
お
け
る
債
務
者
の
異
議
を
留
め
ぬ
承
諾
の
理
論
構
成
」
法
学
志
林
九
八
巻

三
号
　
二
〇
〇
一
年
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法
学
志
林
　
第
一
一
九
巻
　
第
一
号�

八

「
処
分
授
権
概
念
の
有
用
性
─
─
そ
の
中
核
と
周
辺
、
な
ら
び
に
法
解
釈
学
方
法
論
へ
の
寄
与
」『
現
代
民
事
法
学
の
構
想
─
─
内
山
尚

三
先
生
追
悼
』　
信
山
社
　
二
〇
〇
四
年

「
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
」『
来
栖
三
郎
著
作
集
（
二
）
─
─
契
約
法
　
財
産
法
判
例
評
釈
（
二
）
債
権
・
そ
の
他
』
信
山
社
　
二

〇
〇
四
年

「
振
込
の
全
体
的
構
造
（
一
）
─
─
指
図
、
電
信
送
金
契
約
か
ら
振
込
法
へ
」
法
学
志
林
一
〇
六
巻
二
号
　
二
〇
〇
八
年

「
振
込
の
全
体
的
構
造
（
二
）
─
─
振
込
の
無
因
性
を
中
心
に
」
法
学
志
林
一
〇
六
巻
三
号
　
二
〇
〇
九
年

「
振
込
の
全
体
的
構
造
（
三
）
─
─
他
行
間
振
込
に
お
け
る
階
層
的
指
図
説
（
仮
定
的
債
権
譲
渡
と
債
務
者
の
処
分
授
権
の
概
念
に
よ

る
）
の
提
唱
（
一
）」
法
学
志
林
一
〇
六
巻
四
号
　
二
〇
〇
九
年

「
振
込
の
全
体
的
構
造
（
四
・
完
）
─
─
他
行
間
振
込
に
お
け
る
階
層
的
指
図
説
の
提
唱
（
二
）（
振
込
の
不
執
行
と
損
害
賠
償
、
資
金

返
還
を
中
心
に
）」
法
学
志
林
一
〇
七
巻
一
号
　
二
〇
〇
九
年

「
概
要
・
振
込
法
の
全
体
的
構
造
─
─
新
た
な
理
論
構
成
の
試
み
」
法
律
時
報
八
二
巻
七
号
　
日
本
評
論
社
　
二
〇
一
〇
年

「
続
・
振
込
の
全
体
的
構
造
─
─
振
込
目
的
と
し
て
の
送
金
と
決
済
、
Ｕ
Ｃ
Ｃ
に
お
け
る
被
仕
向
け
銀
行
の
　
同
意
を
得
た
振
込
依
頼

の
撤
回
、
そ
の
他
」
法
学
志
林
一
〇
八
巻
三
号
　
二
〇
一
一
年

「
振
込
か
ら
口
座
振
替
へ
（
一
）」
法
学
志
林
一
〇
九
巻
三
号
　
二
〇
一
二
年

「
同
上
（
二
・
巻
）」
法
学
志
林
一
〇
九
巻
四
号
　
二
〇
一
二
年

「
先
取
り
特
権
の
概
念
に
よ
る
『
価
値
の
レ
イ
・
ビ
ン
デ
ィ
カ
チ
オ
、
騙
取
金
に
よ
る
弁
済
、
預
金
の
帰
属
者
、
転
用
物
訴
権
お
よ
び

直
接
訴
権
な
ど
』
の
構
成
（
一
）」
法
学
志
林
一
一
〇
巻
三
号
　
二
〇
一
三
年

「
同
上
（
二
・
完
）」
法
学
志
林
一
一
〇
巻
四
号
　
二
〇
一
三
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安
達
三
季
生
教
授
　
略
歴�

九

「
債
権
の
上
の
先
取
り
特
権
と
物
上
代
位
に
関
す
る
試
論
」
法
学
志
林
一
一
二
巻
二
号
　
二
〇
一
五
年

「
指
図
の
法
理
と
指
図
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
諸
制
度
（
そ
の
一
）〔
日
本
・
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
〕」
法
学
志
林
一
一
五
巻
三
号
　
二
〇

一
八
年

（
手
形
・
小
切
手
法
）

「
手
形
の
原
因
関
係
と
手
形
関
係
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
〇
〇
号
　
日
本
評
論
社
　
一
九
七
二
年

「
新
白
地
手
形
法
論
（
一
）」
法
学
志
林
七
三
巻
二
号
　
一
九
七
六
年

「
同
上
（
二
）」
法
学
志
林
七
三
巻
三
・
四
合
併
号
　
一
九
七
六
年

「
同
上
（
三
）
─
新
た
な
手
形
理
論
と
し
て
の
授
権
説
に
よ
る
再
構
成
─
」
法
学
志
林
七
四
巻
一
号
　
一
九
七
六
年

「
線
引
小
切
手
の
効
果
と
本
質
」
民
事
法
学
の
諸
問
題
（
薬
師
寺
先
生
米
寿
記
念
）
総
合
労
働
研
究
所
　
一
九
七
七
年

「
白
地
補
充
権
の
消
滅
時
効
」
私
法
三
九
号
　
有
斐
閣
　
一
九
七
七
年

「
手
形
行
為
独
立
の
原
則
と
証
券
上
の
権
利
の
分
属
に
関
す
る
試
論
」
法
学
志
林
八
一
巻
三
・
四
合
併
号
　
一
九
八
四
年

「
手
形
法
上
の
利
得
償
還
請
求
権
の
構
造
」
法
学
志
林
八
六
巻
一
号
　
一
九
八
八
年

「
手
形
法
に
お
け
る
参
加
・
複
本
・
謄
本
と
法
解
釈
学
方
法
論
─
仮
定
的
債
務
者
の
処
分
授
権
の
概
念
に
よ
る
新
た
な
構
成
─
」
法
学

志
林
八
八
巻
一
号
　
一
九
九
〇
年

　
　
　
判
例
評
釈

「
書
面
に
よ
ら
な
い
財
産
分
与
契
約
の
取
消
」（
札
幌
高
裁
　
一
九
五
〇
・
五
・
三
一
）［
来
栖
教
授
と
共
同
執
筆
］
法
学
協
会
雑
誌
七

一
巻
三
号
　
一
九
五
三
年

「
相
続
税
を
課
さ
れ
た
受
贈
不
動
産
に
対
す
る
不
動
産
取
得
税
の
賦
課
」（
札
幌
高
裁
　
一
九
五
〇
・
九
・
二
〇
）「
杉
村
章
三
郎
教
授
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法
学
志
林
　
第
一
一
九
巻
　
第
一
号�

一
〇

と
共
同
執
筆
」
法
学
協
会
雑
誌
七
一
巻
六
号
　
一
九
五
三
年

「
他
世
帯
と
の
同
居
を
命
じ
た
判
決
と
憲
法
二
五
条
」（
最
判
　
一
九
五
一
・
三
・
二
三
）
判
例
民
事
法
一
九
五
一
年
度
（
東
大
判
例
研

究
会
）

「
罹
災
都
市
借
地
借
家
臨
時
処
置
法
第
二
条
第
一
項
但
書
に
い
わ
ゆ
る
権
原
に
よ
る
土
地
使
用
者
の
意
義
─
─
土
地
の
無
断
転
借
人
と

右
に
い
わ
ゆ
る
権
原
に
よ
る
土
地
使
用
者
」（
最
判
　
一
九
五
一
・
四
・
一
二
）
判
例
民
事
法
一
九
五
一
年
度
（
東
大
判
例
研
究
会
）

「
控
訴
審
の
取
消
差
戻
判
決
に
対
す
る
上
告
の
許
否
─
─
行
政
処
分
と
認
め
ら
れ
な
い
文
書
送
達
の
一
事
例
─
─
請
求
の
変
更
と
出
訴

期
間
」（
最
判
　
一
九
五
一
・
一
〇
・
一
六
）
判
例
民
事
法
一
九
五
一
年
度
（
東
大
判
例
研
究
会
）

「
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
の
住
所
認
定
の
一
事
例
」（
最
判
　
一
九
五
一
・
一
二
・
二
一
）
判
例
民
事
法
一
九
五
一
年
度
（
東
大
判
例

研
究
会
）

「
自
作
農
特
別
措
置
法
上
の
住
所
と
認
め
ら
れ
な
い
一
事
例
」（
最
判
　
一
九
五
二
・
四
・
一
五
）
法
学
協
会
雑
誌
七
三
巻
四
号
　
一
九

五
五
年

「
賃
貸
人
が
建
物
の
自
己
使
用
を
必
要
と
し
な
い
場
合
と
正
当
事
由
の
有
無
」（
最
判
　
一
九
五
二
・
一
〇
・
七
）
法
学
協
会
雑
誌
七
三

巻
九
巻
　
一
九
五
五
年

「
温
泉
の
掘
削
が
権
利
の
濫
用
に
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
事
例
」（
最
判
　
一
九
五
八
・
七
・
一
）
法
学
志
林
五
七
巻
一
号
　
一
九
六
〇
年

「
温
泉
法
四
条
の
趣
旨
─
温
泉
法
第
三
条
二
項
に
い
う
《
掘
削
に
必
要
な
土
地
を
掘
削
の
た
め
に
使
用
す
る
権
利
》
の
意
義
」（
最
判
　

一
九
五
八
・
七
・
一
）
法
学
志
林
五
七
巻
一
号
　
一
九
六
〇
年

「
登
記
簿
上
の
所
有
名
義
人
と
特
別
財
産
」（
最
判
　
一
九
五
九
・
四
・
一
）
法
学
志
林
五
八
巻
一
号
　
一
九
六
一
年

「
買
戻
特
約
の
登
記
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
不
動
産
買
戻
権
譲
渡
の
方
法
と
対
抗
要
件
」（
最
判
　
一
九
六
〇
・
四
・
二
六
）
法
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安
達
三
季
生
教
授
　
略
歴�

一
一

学
志
林
五
八
巻
三
・
四
合
併
号
　
一
九
六
二
年

「
取
得
時
効
に
お
い
て
無
過
失
で
は
な
い
と
さ
れ
た
事
例
」（
最
判
　
一
九
六
八
・
三
・
一
）
民
商
法
雑
誌
五
九
巻
四
号
　
一
九
六
九
年

「
債
権
の
二
重
譲
渡
と
優
劣
の
基
準
」（
最
判
　
一
九
七
四
・
三
・
七
）
民
商
法
雑
誌
七
二
巻
二
号
　
一
九
七
五
年

「
債
権
の
二
重
譲
渡
と
優
劣
の
基
準
」（
最
判
　
一
九
七
四
・
三
・
七
）
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
九
〇
号
（
重
要
判
例
解
説
）　
一
九
七
五
年

「
手
形
を
受
戻
し
た
者
の
地
位
─
自
動
債
権
で
あ
る
手
形
債
権
の
時
効
消
滅
前
に
債
務
者
が
反
対
債
権
で
あ
る
手
形
債
権
を
取
得
し
て

い
た
と
し
て
相
殺
の
許
さ
れ
る
場
合
」（
最
判
　
一
九
七
六
・
六
・
一
七
）
判
例
評
論
二
二
七
号
　
一
九
七
八
年

「
異
議
を
留
め
な
い
債
権
譲
渡
の
承
諾
と
消
滅
し
た
抵
当
権
の
復
活
」
一
九
九
二
・
一
一
・
六
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
別
冊
　
椿
編
「
担
保
法

の
判
例
Ⅰ
」
有
斐
閣
　
一
九
九
四
年

な
お
、
以
下
の
諸
判
例
の
解
説
を
川
井
健
編
著
「
判
例
マ
ニ
ュ
ア
ル
民
法
Ⅲ
債
権
総
論
」
三
省
堂
　
一
九
九
〇
年
に
掲
載

Ａ
債
権
譲
渡

「
譲
渡
禁
止
特
約
付
債
権
と
重
過
失
あ
る
第
三
者
」
最
判
　
一
九
七
三
・
七
・
一
九

「
指
名
債
権
の
特
定
遺
贈
と
債
務
者
に
対
す
る
対
抗
要
件
」
最
判
　
一
九
七
四
・
四
・
二
六

「
譲
渡
禁
止
の
特
約
あ
る
債
権
に
対
す
る
転
付
命
令
の
効
力
」
最
判
　
一
九
七
〇
・
四
・
一
〇

「
特
定
の
債
権
譲
渡
に
対
し
債
務
者
が
事
前
に
同
意
を
与
え
た
場
合
と
民
法
四
六
七
条
一
項
の
対
抗
要
件
の
要
否
」
最
判
　
一
九
五

三
・
五
・
二
九

「
譲
渡
禁
止
特
約
付
債
権
が
悪
意
の
譲
受
人
に
譲
渡
さ
れ
た
後
に
な
さ
れ
た
債
務
者
の
承
諾
の
効
力
」
最
判
　
一
九
七
七
・
三
・
一
七

「
債
権
譲
渡
に
お
け
る
債
務
者
の
異
議
を
留
め
な
い
承
諾
と
譲
受
人
の
悪
意
」
大
判
　
一
九
三
四
・
七
・
一
一
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法
学
志
林
　
第
一
一
九
巻
　
第
一
号�

一
二

「
異
議
を
留
め
な
い
承
諾
と
抵
当
権
の
復
活
」
大
決
　
一
九
三
三
・
八
・
一
八

「
債
権
譲
渡
に
対
す
る
主
債
務
者
の
異
議
を
留
め
な
い
承
諾
と
連
帯
保
証
人
の
地
位
」
大
判
　
一
九
四
〇
・
一
〇
・
九

「
指
名
債
権
の
二
重
譲
渡
と
優
劣
の
基
準
」
最
判
　
一
九
七
四
・
三
・
七

「
確
定
日
付
の
あ
る
債
権
譲
渡
通
知
の
同
時
到
達
と
譲
受
人
間
の
優
劣
」
最
判
　
一
九
八
〇
・
一
・
一
一

Ｂ
債
務
引
受

「
免
責
的
債
務
引
受
の
要
件
（
お
よ
び
契
約
上
の
地
位
の
譲
渡
の
要
件
）」
大
判
　
一
九
二
五
・
一
二
・
一
五

重
畳
的
債
務
引
受
の
効
力
　
最
判
　
一
九
六
六
・
一
二
・
二
〇

Ｃ
契
約
上
の
地
位
の
譲
渡

「
契
約
上
の
地
位
の
譲
渡
」
最
判
　
一
九
七
一
・
四
・
二
三

　
　
　
翻
　
　
訳

「
ペ
ー
タ
ー
・
ギ
ル
レ
ス
《
ロ
ー
ン
提
携
取
引
の
実
際
と
民
法
上
の
諸
問
題
》」
法
学
志
林
七
三
巻
一
号
　
一
九
七
五
年

「
ペ
ー
タ
ー
・
ギ
ル
レ
ス
《
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ロ
ー
ン
提
携
取
引
と
民
法
学
》」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
四
九
号
　
一
九
七
六
年

「
ペ
ー
タ
ー
・
ギ
ル
レ
ス
《
通
信
教
育
制
度
に
お
け
る
受
講
者
（
顧
客
）
の
保
護
─
─
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
通
信
教
育
保
護
法
の
た
め

の
新
立
法
と
そ
の
消
費
者
保
護
の
発
展
に
お
け
る
意
義
に
つ
い
て
─
─
》」
法
学
志
林
七
七
巻
二
号
　
一
九
七
九
年

（
上
記
二
編
は
、
竹
内
俊
雄
編
ペ
ー
タ
ー
・
ギ
ル
レ
ス
著
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
費
者
法
の
展
開
」
法
学
書
院
　
一
九
九
〇
年
に
転

載
）

「（
書
評
）
ベ
ル
ン
ト
・
レ
ー
ベ
《
安
達
三
季
著
・
手
形
小
切
手
手
法
の
一
般
理
論
》
に
つ
い
て
」（W

ertpapier

─M
itteilungen, 

志林119_1_02略歴.indd   12 2021/07/27   17:09



安
達
三
季
生
教
授
　
略
歴�

一
三

N
r. 42 nom

 16 O
kt. 1976

）［
前
田
重
行
教
授
と
共
訳
］
法
学
志
林
七
五
巻
三
・
四
合
併
号
　
一
九
七
八
年

「
フ
リ
ッ
ツ
・
リ
ッ
ト
ナ
ー
《
私
的
自
治
と
私
法
の
優
位
性
》」
法
学
志
林
八
四
巻
二
号
　
一
九
八
七
年

　
　
　
そ
の
他

「
取
得
時
効
を
担
当
し
て
」
随
想
注
釈
民
法
第
五
巻
　
有
斐
閣
　
一
九
六
七
年

「
ド
イ
ツ
で
の
論
文
出
版
の
こ
と
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
七
六
号
　
一
九
七
四
年

「
外
濠
公
園
か
ら
」
法
政
二
四
五
号
　
一
九
七
五
年

「
ギ
ル
レ
ス
教
授
の
こ
と
」
法
政
二
九
一
号
　
一
九
七
九
年

「
民
法
財
産
編
の
学
び
方
」「
法
学
部
の
し
お
り
」
法
政
大
学
通
信
教
育
部
　
一
九
八
〇
年

「
時
効
と
登
記
─
─
時
効
に
よ
っ
て
所
有
権
を
取
得
し
た
ら
」
幾
代
・
好
見
編
「
不
動
産
登
記
の
法
律
相
談
」
所
収
　
有
斐
閣
　
一
九

八
二
年

「
薬
師
寺
先
生
の
人
と
業
績
」
法
政
三
四
一
号
　
一
九
八
四
年
（
法
学
志
林
八
二
巻
二
号
・
一
九
八
五
年
に
転
載
）

「
受
験
勉
強
と
孤
独
」
受
験
新
報
　
一
九
七
八
年
七
月
号
（「
法
律
学
を
め
ざ
す
諸
君
に
贈
る
言
葉
」
法
学
書
院
　
一
九
八
七
年
に
転

載
）

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
で
あ
れ
」「
川
島
武
冝
先
生
を
偲
ぶ
」
所
収
　
日
本
評
論
社
　
一
九
九
四
年

「
研
究
生
活
を
振
り
返
っ
て
─
─
主
要
な
研
究
論
文
の
解
説
」
法
学
志
林
九
五
巻
一
号
　
一
九
九
七
年

「
法
発
展
の
法
則
に
関
す
る
四
宮
シ
ェ
ー
マ
〈
巻
頭
言
〉」
信
託
法
研
究
二
二
号
　
信
託
法
学
会
　
一
九
九
八
年

「
追
悼
　
来
栖
三
郎
先
生
を
悼
む
─
─
そ
の
人
と
学
問
」
法
律
時
報
七
一
巻
一
号
　
日
本
評
論
社
　
一
九
九
九
年
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